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節電に協力しましょう

３．１１東日本大震災の発生により、関東地方では、夏場の冷房需要期に、電力需要が供給を
上回ることによる大停電が予測されましたが、多くの国民、企業等の協力により、その危機を乗
り越えることができました。しかし、電力供給能力が低水準である状況は変わっておらず、来るべ
き冬の暖房需要期に向けて、ひきつづき、広範な節電の努力が求められています。オフィス等業
務用建物における電力使用量は、全使用量の２５～３０％を占めるといわれています。建物設備
の運用を管理するファシリティマネジャーは、責任を持つ建物に関し、下記の見直しを行って、電
力使用量とピーク電力を削減し、電力危機乗り切りに貢献いたしましょう。

２．換気の見直し

空調機械室の外気取り入れ口の弁が、大きく開き
すぎていないか、即ち、必要以上の外気を取り入れて
いないかを見直しましょう。CO2濃度を規定値（通常
1,000ＰＰＭ）ギリギリになるように換気量を制御する
ことにより、暖房負荷を軽減できます。

１．空調（暖房）の見直し

空調（暖房）の運転は、真に必要か、見直しましょう。
重ね着、ひざ掛け使用等で我慢できないか検討し、必
要最小限の時間、最低限の設定温度での運転に留め
ましょう。

「厚着をして
エアコン暖房
ＯＦＦ！」

「ダンパー閉めて余分な外気はＯＦＦ！」

３．照明の見直し

① こまめな消灯を行いましょう。日中は、ブラインドや
カーテンを開け、屋外の光で業務を行えないか、試し
ましょう。昼休み等は、消灯しましょう。

「ブラインド開けて
照明ＯＦＦ！」

② 従来のオフィスは、明るすぎるこ
とが殆どです。オフィス天井の蛍光
灯ランプを間引くとか、机上だけの
局所照明（タスクアンビエント照明）
に切り替えるなどを行い、オフィス全
体の照明を削減しましょう。

「天井照明間引いて、手元照明に！」



③ 白熱電球は、電気を多く使います。電気使用量の
少ない蛍光灯やＬＥＤに切り替えましょう

4．パソコン等ＩＣＴ機器の見直し

使用しないとき、離席するときはスイッチを切るか省
エネ（スリープ）モードに切り替えましょう。帰宅するとき
はプラグをコンセントから抜きましょう。また、画面は明
るすぎないように調整しましょう。

５．温水器の見直し

給湯室にある温水器は、本当に必要か、見直しましょ
う。温水が必要な時だけ、必要な量をポットややかんで
沸かす方式に切り替えましょう。

「白熱電球は電
球形蛍光灯かＬ
ＥＤに交換！」

「使わないときはスイッチＯＦＦ！」

「飲むときにお湯を沸かす！」

６．温水便座の見直し

トイレの温水便座は、必要な時だけコンセントにプラグ
を入れるように見直しましょう。休日など、利用者が少な
いときには、プラグを入れる台数を減らすようにしましょう。

「夜間休日はＯＦＦ！」

７．冷蔵庫の見直し

冷蔵庫の設定温度は、「弱」にしましょう。複数の冷蔵
庫をもつオフィスでは、真にその台数が必要かどうか、
見直しましょう。当面、必要最小限の台数の使用に限定
しましょう。

「設定温度は弱に！ ２台目はなくてもＯＫ！」



８．テレビの見直し

休憩時間等に、いわゆる「だらだら見」を慎むようにし
ましょう。また、画面が明るすぎないか、注意しましょう。
複数のテレビのあるオフィスは、使用台数を減らしま
しょう。

９．自動販売機の見直し

建物内の自動販売機は、利用が殆ど期待できない、
休日、夜間帯は停止するよう、見直しましょう

「見ないときはＯＦＦ！」

「需要がないときはＯＦＦ！」

１０．プラグの見直し

電気器具のプラグは、コンセントに差しておくだけで電
気を消費するものもあります。使用していない時間帯は、
プラグを抜きましょう 。

「プラグは抜いて帰る！」

１１．エレベータの見直し

大きな支障のない範囲で、運転する
エレベータの台数を減らしましょう。近く
の階への移動は、徒歩で行いましょう。

「なるべく歩く！ 台数は最小限に！」


